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　今回から新しいコーナー『文法をやさしく』が始まり
こんかい あたら ぶんぽう はじ

ました。初級を教えている教師のみなさんが、授業の前
しょきゅう おし きょう し じゅぎょう まえ

に文法のポイントを整理したいとき、このコーナーを役
ぶんぽう せい り やく

立ててください。また、日本語を勉強しているみなさん
だ に ほん ご べんきょう

にも、このコーナーで日本語の文法を好きになっていた
に ほん ご ぶんぽう す

だければと思います。
おも

　上のカードに、文型のモデルと、その学習段階を書い
うえ ぶんけい がくしゅうだんかい か

ておきました。キーワードは、コンピューターや本のイ
ほん

ンデックスで調べるときに使ってください。
しら つか

　本文では、毎回、はじめの例で各回のポイントを考え
ほんぶん まいかい れい かくかい かんが

ます。ポイントがわかったら、詳しい説明といろいろな
くわ せつめい

例文を見てください。これらの例文はできるだけ学習段
れいぶん み れいぶん がくしゅうだん

階に合うように作ってあります。
かい あ つく

　もっとくわしく知りたい方にはこのコーナーの最後に
し かた さい ご

紹介する本が役に立つでしょう。
しょうかい ほん やく た

　さて、第 1 回と第 2 回のテーマは受身です。まず、実
だい かい だい かい うけ み じっ

際に受身が使われている例を見てみましょう。
さい うけ み つか れい み

学習段階：初級後半
がく しゅう だん かい しょ きゅう こう はん

キーワード：ヴォイス・受動態・有情の受身・視点
じゅ どう たい ゆう じょう うけ み し てん

第１回　受身　（１）ＮはＮにＶられる
だい かい うけ み

　　　　　　　　　　ＮはＮにＮをＶられる

　 　その日、おじさんは考えごとをしながら、道を歩い
ひ かんが みち ある

ていた。と、背後からいきなり車の警笛を鳴らされた。
はい ご くるま けいてき な

　「ブァーン！！」

　 　突然の大音響に、驚いたの何のって、心臓が止まり
とつぜん だいおんきょう おどろ なん しんぞう と

そうだった。

　　　　　　　　　　飛鳥圭介「おじさん図鑑」ｌ.1-8
あす か けいすけ ず かん

　　　　　　　　　　東京新聞 2001 年 9 月 9 日
とうきょうしんぶん ねん がつ か

　背後から……後ろから　　いきなり……急に、突然
はい ご うし きゅう とつぜん

　警笛……車の horn　　　  大音響……大きな音
けいてき くるま だいおんきょう おお おと

　驚いたの何のって……非常にびっくりしたときの表現
おどろ なん ひ じょう ひょうげん

　この文章は、ある中年の男の人から見た日本の社会を
ぶんしょう ちゅうねん おとこ ひと み に ほん しゃかい

描いたユーモア・エッセイの書き出しの部分です。
えが か だ ぶ ぶん

　おじさんの背後からいきなり鳴った車の警笛で、おじ
はい ご な くるま けいてき

さんはどうなってしまいましたか。毎日、警笛はいろい
まいにち けいてき

ろなところで鳴っています。おじさんもこれまでに何度
な なん ど

も聞いたことがあるでしょう。それをいつも受身で表し
き うけ み あらわ

ているわけではありません。なぜ、この日の警笛は受身
ひ けいてき うけ み

で表したのでしょうか。それは、この警笛を聞いて、心
あらわ けいてき き しん

臓が止まりそうなくらいびっくりしたからです。
ぞう と

　今回は、あるできごとから、迷惑や驚き、残念さ、は
こんかい めいわく おどろ ざんねん

ずかしさなどを感じた人（上の例では「おじさん」）に
かん ひと うえ れい

視点を置いて作る受身をまとめてみましょう。
し てん お つく うけ み

受身形の作り方を復習しておきましょう。
うけ み けい つく かた ふくしゅう

　１グループの動詞（五段動詞）：ない形＋れる
どう し ご だんどう し けい

　２グループの動詞（一段動詞）：ない形＋られる
どう し いちだんどう し けい

　３グループの動詞（来る、する）：こられる
どう し く

　　　　　　　　　　　　　　　　　される

受身文のかたちは次のふたつです。
うけ み ぶん つぎ

　あ．（N1 は ）N2 に V（ら）れます。

　い．（N1 は ）N2 に N3 を V（ら）れます。
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それでは、受身文と普通の文をくらべてみましょう。
うけ み ぶん ふ つう ぶん

　〈11〉   背後からいきなり警笛をならされました。（びっ       
はい ご けいてき

くりした）

次の場合、どろぼうはどこに入ったのでしょうか。
つぎ ば あい はい

　〈12〉どろぼうに入られました。（こまった）
はい

　〈13〉どろぼうが入りました。
はい

〈13〉ではどろぼうがどこに入ったのかわかりませんが、
はい

〈12〉では、話し手のうちに入ったということまでわか
はな て はい

ります。

参考文献
さんこうぶんけん

　〈1〉わたしはとなりの子にガラスをわられました。
こ

　〈2〉うちの子がガラスをわりました。
こ

〈1〉も〈2〉も同じできごとから作られた文ですが、
おな つく ぶん

話し手（この文を作った人）が何を中心に見ている
はな て ぶん つく ひと なに ちゅうしん み

かが違います。これを視点の違いということにしま
ちが し てん ちが

しょう。〈1〉の視点はわたしにありますが、〈2〉の
し てん

視点は、うちの子にあります。言いかえると、〈1〉
し てん こ い

の文はわたしについて話していますが、〈2〉の文は
ぶん はな ぶん

うちの子について話していると言えます。普通の文
こ はな い ふ つう ぶん

では、動作をした人に視点がありますが、受身文で
どう さ ひと し てん うけ み ぶん

は、動作の影響を感じた人（そのできごとについて
どう さ えいきょう かん ひと

感じた人）に視点が置かれ、その人が主語になります。
かん ひと し てん お ひと しゅ ご

次の〈1’〉の文も視点はわたしです。日本語ではわ
つぎ ぶん し てん に ほん ご

たしが主語になるとき、言わないことがよくありま
しゅ ご い

す。言わなくても文脈から主語がわかるからです。
い ぶんみゃく しゅ ご

　ほかに、どんな動詞を受身文でよく使うか、見てみま
どう し うけ み ぶん つか み

しょう。たとえば、笑う／たのむ／しかる／ほめる／さ
わら

そうなどです。例文〈3〉～〈7〉を見てください。それ
れいぶん み

ぞれ主語のわたしに視点が置かれていることと同時に
しゅ ご し てん お どう じ

（　　）の中の気持ちも表れています。
なか き も あらわ

　〈3〉友だちにわらわれました。（はずかしい）
とも

　〈4〉  マリさんに買い物をたのまれました。（ちょっと
か もの

たいへん）

　〈5〉先生にしかられました。（いやだった）
せんせい

　〈6〉  先生に作文をほめられました。（うれしい）
せんせい さくぶん

　〈7〉  山田さんに食事にさそわれました。（うれしい／
やま だ しょく じ

こまった）

　中には〈7〉のように文脈がないと、どちらの気持ち
なか ぶんみゃく き も

かはっきりわからないものもあります。このような場合
ば あい

は、もし、いやな気持ちだったら「～てしまう」を後ろ
き も うし

につけるとわかりやすくなります。

　また、この他に次のような文では（　　）の中の気持
ほか つぎ ぶん なか き も

ちが表せます。
あらわ

　〈8〉電車の中で足をふまれました。（いたかった）
でんしゃ なか あし

　〈9〉犬に手をかまれました。（いたかった）
いぬ て

　〈10〉子どもにカメラをこわされました。（こまった）
こ

　〈1’〉となりの子にガラスをわられました。
こ

　このように受身文では主語に立った人の気持ちが
うけ み ぶん しゅ ご た ひと き も

表れることがあります。〈1〉〈1’〉ではとなりの子に
あらわ こ

ガラスをわられた人の不愉快な気持ちが表れていま
ひと ふ ゆ かい き も あらわ

す。多くの場合、話し手が自分の感情を表すために
おお ば あい はな て じ ぶん かんじょう あらわ

自分に視点を置いて（自分を中心に見て）受身文を
じ ぶん し てん お じ ぶん ちゅうしん み うけ み ぶん

作ります。
つく

文法をやさしく
ぶんぽう

このコーナーについてご感想やご質問があれば送ってください。
かんそう しつもん おく
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